
８
月
26
日
（
土
）
に
開
催

さ
れ
た
北
九
州
支
部
の
第
９

回
定
期
大
会
以
降
、
９
月
20

日
に
開
催
さ
れ
た
行
橋
駅
連

合
分
会
の
分
会
大
会
を
皮
切

り
に
、
各
分
会
に
お
い
て
分

会
大
会
が
続
々
と
開
催
さ
れ

て
い
る
。

コ
ロ
ナ
に
よ
る
制
限
も
緩

和
さ
れ
、
４
年
ぶ
り
に
各
分

会
で
通
常
開
催
と
な
っ
た
。

10
月
31
日
現
在
、
ほ
と
ん
ど

の
分
会
で
開
催
が
終
了
し
て

い
る
。

分
会
大
会
は
、
こ
れ
ま
で

の
分
会
で
の
活
動
を
振
り
返

り
、
向
こ
う
１
年
間
の
活
動

方
針
を
決
定
す
る
重
要
な
取

り
組
み
で
あ
る
。
こ
の
分
会

大
会
で
決
定
さ
れ
た
活
動
方

針
の
元
、
各
分
会
は
新
た
な

分
会
活
動
を
始
動
し
て
い
る
。

労
働
組
合
の
組
織
の
中
で
、

組
合
員
に
一
番
身
近
な
存
在

が
分
会
で
あ
り
、
職
場
に
お

け
る
世
話
役
活
動
は
労
働
活

動
の
基
礎
と
な
る
。
各
職
場

の
活
発
な
活
動
の
た
め
に
も
、

分
会
活
動
は
必
要
不
可
欠
で

あ
る
。

分
会
活
動
は
、
役
員
だ
け

に
任
せ
る
こ
と
な
く
、
分
会

の
全
組
合
員
が
出
来
る
と
こ

ろ
か
ら
協
力
を
行
い
、
各
分

会
で
一
致
団
結
し
て
活
動
を

行
う
こ
と
で
、
労
働
活
動
へ

の
参
加
意
識
が
高
ま
る
の
と

同
時
に
、
組
合
員
同
士
の
交

流
に
も
繋
が
る
機
会
と
な
る
。

分
会
活
動
の
活
性
化
の
た

め
、
分
会
大
会
を
機
に
北
九

州
支
部
も
可
能
な
限
り
取
組

ん
で
い
く
。

ま
た
、
分
会
大
会
未
開
催

の
分
会
に
つ
い
て
は
、
今
年

中
の
開
催
に
向
け
取
り
組
む

よ
う
要
請
す
る
。

総
対
話
集
会
も

併
せ
て
開
催

ま
た
、
同
時
期
に
は
北
九

州
支
部
管
内
の
各
地
区
で
、

２
０
２
３
年
度
総
対
話
集
会

が
開
催
さ
れ
た
。

総
対
話
集
会
は
、
中
央
本

部
の
役
員
が
各
地
区
に
赴
き
、

組
合
員
が
直
接
意
見
を
伝
え

る
場
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
の
総
対
話
集
会
で
は
、

「
新
し
い
人
事
・
賃
金
制
度

の
問
題
」
や
「
地
域
社
員
の

社
員
へ
の
転
換
に
対
す
る
疑

問
」
、
「
期
末
手
当
要
求
へ

の
要
望
」
等
、
組
合
員
か
ら

の
切
実
な
声
が
届
け
ら
れ
た
。

中
央
本
部
は
、
出
さ
れ
た

意
見
を
全
て
持
ち
帰
り
、
精

査
の
上
、
今
後
の
春
季
生
活

闘
争
や
労
働
協
約
改
定
交
渉

等
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
会
社
と
交
渉
し
、
組
合
員

の
回
大
解
決
に
向
け
、
取
り

組
ん
で
い
く
。

昨
今
の
総
対
話
集
会
で
は
、

新
た
な
参
加
者
も
い
る
一
方

で
、
参
加
者
の
減
少
や
固
定

化
が
見
ら
れ
る
。

今
後
の
改
善
点
と
し
て
、

引
き
続
き
内
容
や
開
催
方
法

の
見
直
し
等
を
検
討
し
、
よ

り
多
く
の
組
合
員
が
参
加
し

や
す
く
、
よ
り
意
見
を
言
い

や
す
い
集
会
と
な
る
よ
う
引

き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

９
月
30
日
（
土
）
、
北
九

州
支
部
の
青
年
・
女
性
委
員

会
は
、
北
九
州
市
小
倉
北
区

の
「
Ｋ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル
」
に
お
い

て
、
第
９
回
定
期
委
員
会
を

開
催
し
た
。

当
日
は
、
北
九
州
支
部
の

各
分
会
か
ら
代
議
員
が
参
加

し
た
。

冒
頭
、
豊
田
青
年
・

女
性
委
員
長
は
「
こ
れ

ま
で
の
北
九
州
支
部
青

年
・
女
性
委
員
会
の
取

り
組
み
へ
の
ご
協
力
に

感
謝
し
ま
す
。
こ
れ
か

ら
、
労
働
組
合
、
特
に

次
代
を
担
う
青
年
・
女

性
委
員
会
の
役
割
は
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。
ま
ず
は
、
仲

間
作
り
か
ら
始
ま
り
、

そ
こ
か
ら
組
合
活
動
の

発
展
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」
と
挨

拶
で
述
べ
た
。

そ
の
後
、
常
任
委
員

会
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
活
動

の
報
告
と
向
こ
う
一
年
間
の

活
動
方
針
（
案
）
等
が
提
起

さ
れ
た
。

議
題
に
つ
い
て
は
、
満
場

一
致
で
可
決
さ
れ
、
青
年
・

女
性
委
員
長
に
は
豊
田
氏
が

再
任
し
た
。

次
代
を
担
う
、
青
年
・
女

性
委
員
会
の
重
要
性
は
言
う

ま
で
も
な
く
、
今
後
も
基
本

組
織
と
協
力
し
、
青
年
・
女

性
委
員
会
の
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
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ト
ラ
イ

分
会
大
会
各
地
で
続
々
開
催

総
対
話
集
会

併
せ
て
開
催

北九州支部分会大会開催状況（2023年10月現在)

▲門司車掌区分会の分会大会及び総対話集会

北
九
州
支
部

青
年
・
女
性
委
員
会

第
９
回
定
期
委
員
会
を
開
催

９
月
７
日
（
木
）
に
福
岡
市

博
多
区
の
「
福
岡
県
中
小
企
業

振
興
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
結
成
30
周
年
記

念
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
交
通
政
策
に
精
通

さ
れ
て
い
る
大
分
大
学
教
授
の

大
井
尚
司
氏
と
高
森
町
長
で
南

阿
蘇
鉄
道
社
長
の
草
村
大
成
氏

に
よ
る
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。北

九
州
支
部
か
ら
は
５
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の

一
人
、
門
司
車
掌
区
分
会
の
田

平
豊
さ
ん
か
ら
参
加
し
て
の
感

想
を
頂
戴
し
ま
し
た
の
で
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

結
成
30
周
年
記
念
行
事
の
中

で
、
特
に
大
分
大
学
・
大
井
尚

司
教
授
の
基
調
講
演
は
大
変
興

味
深
い
も
の
で
し
た
。
大
井
教

授
は
Ｄ
＆
Ｓ
列
車
に
つ
い
て
言

及
さ
れ
、
車
両
の
寿
命
、
観
光

客
重
視
に
よ
る
日
常
利
用
の
お

客
さ
ま
の
鉄
道
離
れ
等
の
具
体

的
な
懸
念
を
示
さ
れ
た
上
で
、

Ｄ
＆
Ｓ
列
車
メ
イ
ン
の
考
え
か

らD
M
O

（D
estination

M
anagem

entO
rgani

ze

）
的
発
想
に
シ
フ
ト
す
る
こ

と
を
提
唱
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
て
個
人
的

に
も
「
Ｄ
＆
Ｓ
列
車
に
頼
る
鉄

道
事
業
運
営
は
危
う
い
も
の
が

あ
る
」
と
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、

地
域
と
協
働
す
る
こ
と
が
日
常

的
に
鉄
道
を
利
用
す
る
お
客
さ

ま
を
大
切
に
す
る
こ
と
に
繋
が

り
、
そ
こ
か
ら
ロ
ー
カ
ル
線
維

持
の
ヒ
ン
ト
も
見
出
せ
る
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

ＪＲ九州労組
結成３０周年
記念行事に参加

田平 豊さん


